平成２７年第１回館山市国民健康保険運営協議会
議事録（審議事項）概要

《審議事項（諮問）》
（１）平成２６年度館山市国民健康保険特別会計補正予算案について

（２）平成２７年度館山市国民健康保険特別会計当初予算案について

※上記、審議事項について説明等を行いましたが、その概要については以下のとおりです。
審議事項（１）平成２６年度館山市国民健康保険特別会計補正予算案について

＜説明概要＞
　　　今回の補正予算案は、歳入歳出予算にそれぞれ７０万円を追加し、歳入歳出予算額をそれぞれ７２億５，２１３万６千円にお願いしようとするものです。
まず、歳出補正予算案について、説明します。
はじめに、総務費の補正ですが、徴収事務におけるクレジット収納導入委託料等の額が確定したことに伴い、１５０万８千円の減額補正をお願いしようとするものです。
続いて、基金積立金の補正ですが、国民健康保険財政調整基金の運用利子の増額が見込まれるため、２万１千円の増額補正をお願いしようとするものです。
続いて、諸支出金の補正です。内訳として、過年度支払基金交付金返還金、過年度療養給付費等負担金返還金、過年度高齢者医療制度円滑運営事業費補助金返納金の補正がありますが、それぞれ平成２５年度の額の確定に伴い、２６万６千円の減額、２４４万３千円の増額、１万円の増額、併せて２１８万７千円の増額補正をお願いしようとするものです。
続いて、歳入補正予算案について、説明します。
はじめに、国庫支出金の補正として、現年度療養給付費等負担金ですが、保険基盤安定繰入金の額が確定したことに伴い、６０万円の減額補正をお願いしようとするものです。
続いて、療養給付費等交付金の補正ですが、平成２５年度療養給付費等交付金の額が確定したことに伴い、９１万７千円の増額補正をお願いしようとするものです。
続いて、共同事業交付金の補正です。内訳として、高額医療費共同事業交付金と保険財政共同安定化事業交付金がありますが、それぞれ交付割合の減少を見込み４，６６５万円と２，７５７万７千円の減額、合わせて７，４２２万７千円の減額補正をお願いしようとするものです。なお、高額医療費共同事業交付金については、高額な医療費の発生により国保財政に与える影響を緩和するため、１件あたり８０万円を超える医療費を対象とし、各保険者からの拠出金を財源として千葉県国民健康保険団体連合会から交付されるものです。また、保険財政共同安定化事業交付金については、市町村間の保険財政の安定化を図るために、１件あたり３０万円を超える医療費を対象とし、各保険者からの拠出金を財源として千葉県国民健康保険団体連合会から交付されるものです。
続いて、繰入金の補正です。まず、保険基盤安定繰入金の保険税軽減分ですが、保険税軽減対象の世帯及び被保険者数の確定に伴い、１９５万４千円の増額補正をお願いしようとするものです。なお、国保税では、被保険者均等割額と世帯別平等割額を所得に応じて、７割、５割または２割に軽減ができる仕組みとなっています。その軽減額相当分を保険基盤安定繰入金として、一般会計から繰り入れているものです。
続いて、保険基盤安定繰入金の保険者支援分ですが、平成２５年度の１人あたりの平均国保税収納額の確定に伴い、１７９万４千円の増額補正をお願いしようとするものです。
続いて、職員給与費等繰入金ですが、先ほど歳出で説明した総務費の減額補正に伴い、１５０万８千円の減額補正をお願いしようとするものです。
続いて、財政安定化支援事業繰入金ですが、国の算定基準が確定したことに伴い、１，５５６万６千円の増額補正をお願いしようとするものです。なお、財政安定化支援事業繰入金ですが、被保険者の年齢構成において、６０歳以上の高齢者層の割合が多い、また、国保税軽減世帯割合が高い場合、国保税の負担能力が低下し、館山市の財政を圧迫するため、その緩和対策として、一般会計から繰り入れているものです。
続いて、財政調整基金繰入金ですが、歳出補正予算額に対して、財政調整基金繰入金を除いた歳入補正予算額を差し引いた残りの差額分を財政調整基金から繰り入れるため、５，０３７万４千円の増額補正をお願いしようとするものです。
以上、繰入金の補正として、これらを合わせて、６，８１８万円の増額補正をお願いしようとするものです。
なお、今回の補正予算後の国民健康保険財政調整基金の保有額は４億８，６７７万７千円です。また、国民健康保険財政調整基金は、国保の財政運営において、被保険者に高齢者や低所得者を多く抱えているため、医療費の大きな変動や国保税収入が減少するなどの可能性が高いという不安定要因がある中で、このような不安定要因を緩和するため、決算剰余金が生じた時などに積み立て、保有しているものです。
続いて、繰越金の補正です。まず、療養給付費等交付金繰越金ですが、先ほど歳出で説明した諸支出金の内、過年度支払基金交付金返還金の減額補正に伴い、２６万６千円の減額を、また、その他繰越金ですが、平成２５年度決算における剰余金の３億８，０２８万２千円に合わせるため、６６７万５千円の増額、併せて６４０万９千円の増額補正をお願いしようとするものです。
続いて、その他収入の補正ですが、先ほど歳出で説明した基金積立金の増額補正に伴い、２万１千円の増額補正をお願いしようとするものです。
最後に、繰越明許費の設定ですが、健康課が担当している保健事業費中の特定保健指導委託料について、指導対象者の内、初回面接の開始時期が遅れた１０名分の２３万３千円について、今年度（平成２６年度）内に事業が完了しない見通しであるため、来年度（平成２７年度）に予算を繰り越し、事業を実施しようとするものです。
以上で、審議事項の１、平成２６年度館山市国民健康保険特別会計補正予算案についての説明を終わります。
＜質疑なし＞
《審議事項結果（答申）》
審議事項の（１）平成２６年度館山市国民健康保険特別会計補正予算案について、原案どおり答申する。
審議事項（２）平成２７年度館山市国民健康保険特別会計当初予算案について

＜説明概要＞

平成２７年度当初予算の総額は、歳入歳出予算それぞれ７７億５，５４１万７千円で、前年度の当初予算に比べ６億８，４７６万７千円、率にして９．７パーセントの増加です。
はじめに、歳出予算ですが、総務費は９,３６３万円で、対前年度比１２５万２千円、率にして１．４％の増加です。前年度より増加した理由は、総務管理費で職員給与費のほか、平成２７年８月から実施予定の被保険者証と高齢受給者証の一体化などに伴う郵便料の増、また、国の制度改正に伴う国保事業報告システム改修委託料の増加を見込んだことなどによるものです。
続いて、保険給付費ですが、４５億４,８４８万８千円で、対前年度比２億６,３４７万９千円、率にして５．５％の減少です。減少した理由として、まず、療養給付費、療養費、高額療養費については、過去２年６ヶ月分の実績から積算していますが、療養給付費は３９億９,９５９万４千円で、対前年度比２億２,５４７万４千円、率にして５．３％の減少です。また、骨折や捻挫などで柔道整復師にかかった場合や医師が必要と認めたコルセットなどの治療用装具を購入した場合などにかかる療養費ですが、３,７７５万９千円で、対前年度比３万５千円、率にして０．１％の減少です。また、高額療養費ですが、４億６,２４６万７千円で、対前年度比３,４９９万３千円、率にして７％の減少です。この高額療養費は、被保険者の医療費の内、自己負担分の限度額を超えた部分を保険者が負担するものです。次に、葬祭費及び出産育児諸費については、それぞれ過去の実績から１０件分、５件分の予算を減額したところ、葬祭費は５５０万円で、対前年度比５０万円、率にして８.３％の減少、また、出産育児諸費は３,１５１万６千円で、対前年度比２１０万１千円、率にして６.２％の減少です。
続いて、後期高齢者支援金等ですが、９億２,７０９万３千円で、対前年度比２４９万７千円、率にして０．３％の増加です。増加した理由は、算出過程における一人あたりの後期高齢者支援金が増加したことによるものです。
続いて、前期高齢者納付金等は５０万７千円で、対前年度比１６万８千円、率にして２４.９％の減少です。減少した理由は、算出過程において、被保険者数の減少を見込んだことによるものです。なお、前期高齢者納付金については、６５歳から７４歳までの前期高齢者の医療費の財源として、各医療保険者が社会保険診療報酬支払基金に納付していますが、０歳から７４歳までの被保険者数などに応じて、納付金額が決まります。
続いて、介護納付金ですが、３億７,１１７万９千円で、対前年度比４,８９２万７千円、率にして１１.６％の減少です。減少した理由は、算出過程における４０歳から６４歳までの第２号被保険者数の減少を見込んだことによるものです。
続いて、共同事業拠出金ですが、１７億３,７０４万５千円で、対前年度比９億８,４５８万４千円、率にして１３０.８％の増加です。この制度は国保財政の安定化を図るため、県単位で高額な医療費への支払いをプールする制度です。なお、増加した理由ですが、保険財政共同安定化事業拠出金において、国民健康保険法の一部改正により対象となる３０万円を超える医療費が平成２７年度より全ての医療費に改められることによるものです。
続いて、特定健康診査等事業費ですが、４,２７８万９千円で、対前年度比９２２万９千円、率にして２７.５％の増加です。増加した理由は、新たにデータヘルス計画を策定するのにあたり業者委託しようとするものと特定健康診査委託業務の見直しによるものです。なお、データヘルス計画策定委託業務ですが、国から平成２７年度中にデータヘルス計画に基づいた保健事業を展開するよう通知があったことによるもので、現在、市民課と健康課に設置されているＫＤＢシステムなどのレセプトデータを分析し、館山市の分析結果の特徴を踏まえた保健事業計画を策定し、展開することとされています。
続きまして、疾病予防費ですが、７４１万３千円で、対前年度比２４万７千円、率にして３.２％の減少です。減少した理由は、過去の実績から１０件分を減らした短期人間ドック補助金の減少などによるものです。
続いて、諸支出金ですが、７０２万２千円で、前年度（平成２６年度）と同額を計上しました。なお、内訳としては、国保税還付金及び還付加算金７０２万円などです。
続いて、歳入予算ですが、総額は７７億５，５４１万７千円です。
はじめに、国保税以外の財源ですが、総額６０億２,７３１万５千円で、対前年度比７億２８０万９千円、率にして１３.２％の増加です。その内、国庫支出金は１４億４,５７３万６千円で、対前年度比７,６６４万９千円、率にして５％の減少です。国庫支出金の内訳ですが、療養給付費等負担金は１１億４９９万３千円で、対前年度比７,７６４万２千円、率にして６.６％の減少です。減少した理由は、対象経費である歳出予算の療養給付費の減少に伴う療養給付費等負担金分の減少と第２号被保険者数の減少を見込んだことに伴う介護納付金負担金分の減少によるものです。
続いて、高額医療費共同事業負担金ですが、４,４２７万円で、対前年度比３０５万７千円、率にして７.４％の増加です。増加した理由は、対象経費である歳出予算の高額医療費共同事業拠出金の増加によるものです。
続いて、特定健康診査等負担金ですが、６９０万２千円で、対前年度比１４４万５千円、率にして２６.５％の増加です。増加した理由は、特定健診及び特定保健指導実施対象者の増加を見込んだことによるものです。
続いて、財政調整交付金ですが、２億８,９５７万１千円で、対前年度比３５０万９千円、率にして１.２％の減少です。減少した理由は、算出過程における過去３年間の交付金平均額の減少によるものです。
続いて、療養給付費等交付金ですが、３億３,０３２万２千円で、対前年度比４,２６８万７千円、率にして１１.４％の減少です。なお、退職被保険者等の医療費の財源は、国保税を除いた全額が療養給付費等交付金として、社会保険診療報酬支払基金から交付されます。減少した理由は、算出過程における退職者被保険者分の保険給付費及び前期高齢者調整対象基準額が減少したことによるものです。
続いて、前期高齢者交付金ですが、１８億８６５万２千円で、対前年度比１,１３４万１千円、率にして０.６％の減少です。なお、前期高齢者交付金は６５歳から７４歳までの被保険者数などに応じて交付されるものです。
続いて、県支出金ですが、３億５,２２２万１千円で、対前年度比２,４２４万円、率にして６.４％の減少です。県支出金の内訳ですが、高額医療費共同事業負担金は国庫支出金の高額医療費共同事業負担金と同じ内容で４,４２７万円、対前年度比３０５万７千円、率にして７.４％の増加です。また、特定健康診査等負担金も国庫支出金の特定健康診査等負担金と同じ内容で６９０万２千円、対前年度比１４４万５千円、率にして２６.５％の増加です。また、財政調整交付金は３億７３万７千円で、対前年度比２,９０５万４千円、率にして８.８％の減少です。減少した理由は、算出過程における前年度（平成２６年度）一般被保険者分の療養給付費及び高額療養費の減少に伴う療養給付費等負担金分の減少によるものです。
続いて、健康増進事業補助金ですが、３１万２千円で、対前年度３１万２千円の増加です。増加の理由ですが、特定健康診査において、血清クレアチニン検査が補助対象になったことによるものです。
続いて、共同事業交付金ですが、１５億９,３５１万１千円で、対前年度比８億３,９３６万４千円、率にして１１１.３％の増加です。共同事業交付金の内訳ですが、高額医療費共同事業交付金は交付割合の減少を見込み１億３,２２９万７千円、対前年度比３,９７１万１千円、率にして２３.１％の減少です。また、保険財政共同安定化事業交付金は歳出予算で説明したとおり、交付対象である保険財政共同安定化事業拠出金が国民健康保険法の一部改正に伴い増加したことにより１４億６,１２１万４千円、対前年度比８億７,９０７万５千円、率にして１５１％の増加です。
続いて、繰入金ですが、４億６,４８８万円で、対前年度比１,７８１万４千円、率にして４％の増加です。繰入金の内訳ですが、一般会計繰入金は６,６１４万６千円で、対前年度比２,０７５万７千円、率にして４５.７％の増加です。この一般会計繰入金は、館山市の独自ルールとして、前々年度（平成２５年度）の国保税の不納欠損額及び地方単独事業の実施による国庫支出金の減額措置分、また、前年度（平成２６年度）の国保税の減免額をそれぞれ一般会計から国保会計に繰り入れています。平成２７年度は前々年度の国保税の不納欠損額の増加などにより２,０７５万７千円の増加ですが、前々年度の国保税の不納欠損額及び前年度の国保税の減免額の繰入割合については、前年度（平成２６年度）と同様に、国民健康保険財政調整基金保有額の状況などを勘案し、一般会計からの繰入率を５０％にしました。次に、保険基盤安定繰入金の内、国保税軽減分ですが、軽減世帯数及び軽減被保険者数の減少を見込み２億１,０９１万２千円で、対前年度比３４４万１千円、率にして１.６％の減少、また、保険者支援分は、軽減世帯の被保険者数の減少を見込み４,６３４万円で、対前年度比１６万３千円、率にして０.４％の減少です。次に、職員給与費等繰入金ですが、９,４９６万２千円で、対前年度比１２０万５千円、率にして１.３％の増加です。増加した理由は、先ほど歳出予算の総務費で説明したとおりです。次に、財政安定化支援事業繰入金ですが、２,５５２万円で、対前年度比８５万６千円、率にして３.５％の増加です。増加した理由は、算出過程における被保険者の年齢構成において、６０歳以上の高齢者層の割合の上昇を見込んだことによるものです。さらに、出産育児一時金繰入金ですが、２,１００万円で、対前年度比１４０万円、率にして６.２％の減少です。減少した理由は、過去の実績から５件分を減額したことによるものです。
最後に、国保税ですが、予算額は予算総額の７７億５,５４１万７千円から、ただ今説明した国保税以外の財源６０億２,７３１万５千円を差し引いた１７億２,８１０万２千円で、対前年度比１,８０４万２千円、率にして１％の減少です。
以上で、審議事項の２、平成２７年度館山市国民健康保険特別会計当初予算案についての説明を終わります。
＜質疑応答等＞
【質疑　①】歳入予算の健康増進事業補助金について、特定健診における血清クレアチニン検査分とのことですが、今まで検査項目にあったのか、それとも補助対象になったことで今回から検査項目に加えたのか。また、血清クレアチニン検査とはどういうものなのか、教えてください。
【①　回答】血清クレアチニン検査とは、血液中のクレアチニンの量を測り、腎臓機能が正常に働いているかをチェックする検査で、血液検査の中で実施している。クレアチニンは筋肉運動で生じる老廃物の一つで、通常は腎臓のろ過機能により尿と共に体外に排泄されるが、腎臓機能の低下により体内に蓄積されると、血液中のクレアチニン濃度が上昇する。現在、国の定める特定健診の項目ではなく、必要に応じて実施することが望ましいとされている。館山市では、従来から特定健診の項目として、血清クレアチニン検査を行っているが、今回、県の補助対象になったことに伴い、歳入予算を計上した。
【委員補足説明】健診はお金がかかるので、効率よく実施していかなければならないという中で、何の項目を実施するかですが、クレアチニン検査は糖尿病を予防するために、非常に重要な検査であり、財政的に援助がない中で、館山市が独自に継続して実施してきた検査です。

【質疑　②】歳出予算の保険給付費が前年度より５.５％下がっている理由は何か。
【②　回答】被保険者数の減少によるものですが、１０カ月の実績では、一人あたりの医療費については増加している。
【質疑　③】直近の収納率の状況を教えてください。
【③　回答】１月末現在で、現年課税分が７２.６３％で、対前年同時期より１.５７ポイントほど上回っており、滞納繰越分は１０.４３％で、対前年同時期より３.１ポイントほど下回っている。
《審議事項結果（答申）》
　　審議事項の（２）平成２７年度館山市国民健康保険特別会計当初予算案について、原案どおり答申する。
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